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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信によりオーディオデータを受信して再生するワイヤレススピーカと、前
記ワイヤレススピーカを遠隔操作するためのコントローラと、を備えたワイヤレスオーデ
ィオシステムであって、
　前記ワイヤレススピーカは、
　オーディオ機器とワイヤレス接続するオーディオ機器接続手段と、
　前記オーディオデータの再生データを出力する単独モード、前記オーディオデータの再
生データを前記オーディオ機器接続手段によりワイヤレス接続されたオーディオ機器に送
信する中継モード、および前記オーディオデータの再生データを出力しつつ、前記オーデ
ィオ機器接続手段によりワイヤレス接続されたオーディオ機器に送信する並列モードのい
ずれかにより、前記オーディオデータを再生するオーディオデータ再生手段と、
　前記コントローラとワイヤレス接続するコントローラ接続手段と、
　前記コントローラ接続手段によりワイヤレス接続された前記コントローラから各種指示
を受け付ける指示受付手段と、を有し、
　前記コントローラは、
　前記ワイヤレススピーカとワイヤレス接続するワイヤレススピーカ接続手段と、
　再生対象の前記オーディオデータの諸情報を切替え可能に表示するための送りボタンと
、前記ワイヤレススピーカおよび前記ワイヤレススピーカにワイヤレス接続された前記オ
ーディオ機器をそれぞれ個別に音量調節するための音量調節ボリュームおよびそれぞれ個
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別に選択するための選択ボタンと、を含む選曲画面を表示して、操作者から各種操作を受
け付ける操作受付手段と、を有し、
　前記操作受付手段は、
　前記選曲画面の前記送りボタンに対する操作内容に基づいて、再生対象の選曲指示を前
記ワイヤレススピーカに送信するとともに、前記選曲画面の前記音量調節ボリュームに対
する操作内容に基づいて、前記ワイヤレススピーカおよび前記ワイヤレススピーカにワイ
ヤレス接続された前記オーディオ機器それぞれの音量調節指示を送信し、さらに、前記選
曲画面の前記選択ボタンに対する操作内容に基づいて、動作モードの切替指示を前記ワイ
ヤレススピーカに送信し、
　前記オーディオデータ再生手段は、
　前記指示受付手段を介して前記コントローラから受け付けた前記再生対象の選曲指示に
従い前記オーディオデータを再生するとともに、前記指示受付手段を介して前記コントロ
ーラから受け付けた前記ワイヤレススピーカおよび前記オーディオ機器接続手段によりワ
イヤレス接続された前記オーディオ機器それぞれの音量調節指示に従い、前記ワイヤレス
スピーカおよび前記オーディオ機器にそれぞれ出力する前記オーディオデータの再生デー
タの音量を個別に調節し、さらに、前記指示受付手段を介して前記コントローラから受け
付けた前記動作モードの切替指示に従い、前記ワイヤレススピーカの動作モードを、前記
単独モード、前記中継モード、および前記並列モードのいずれかに設定する
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記ワイヤレススピーカは、
　前記オーディオ機器接続手段による前記オーディオ機器との接続状態を管理して、前記
コントローラ接続手段によりワイヤレス接続された前記コントローラに、当該接続状態を
通知する接続状態管理手段をさらに有し、
　前記コントローラは、
　前記ワイヤレススピーカ接続手段によりワイヤレス接続された前記ワイヤレススピーカ
から前記オーディオ機器との接続状態を受信する接続状態受信手段をさらに有し、
　前記操作受付手段は、
　前記接続状態受信手段により受信された前記接続状態が前記ワイヤレススピーカに前記
オーディオ機器がワイヤレス接続されていないことを示している場合、前記オーディオ機
器を選択するための前記選択ボタンおよび音量調節するための前記音量調節ボリュームを
前記選曲画面に表示しない
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記オーディオ機器は、ワイヤレスヘッドホンである
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレスオーディオシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、複数のグループに分類された複数のワイヤレススピーカを備え、グル
ープ毎に異なる楽曲データを再生可能なワイヤレスオーディオシステムが開示されている
。このワイヤレスオーディオシステムでは、グループ毎に、そのグループに属する複数の
ワイヤレススピーカがアービトレーションを実施して、これらのワイヤレススピーカのな
かから一台のワイヤレススピーカを選出する。そして、選出されたワイヤレススピーカが
グループリーダとなって、同じグループに属する複数のワイヤレススピーカに対する操作
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をユーザから受け付けて、これらのワイヤレススピーカにコントロール信号を送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７９８７２９４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載のワイヤレスオーディオシステムによれば、例えば、複数のワイヤレ
ススピーカを複数の部屋に設置するとともに、同じ部屋に設置されたワイヤレススピーカ
を同じグループに設定することにより、部屋毎に異なる楽曲データを再生することができ
る。しかし、ある部屋にいるリスナーが、何らかの作業をしながら同じ部屋にいる他人に
迷惑にならないように楽曲を楽しみたい場合がある。また、同じ部屋にいる他のリスナー
とは異なる音量で楽曲を楽しみたい場合もある。これらについて、特許文献１に記載の技
術は何ら考慮していない。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ワイヤレスオーディオシ
ステムを、大勢で楽曲を楽しむ場合および個人で楽曲を楽しむ場合の双方に対応させ、そ
の使い勝手を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明では、ワイヤレス通信によりオーディオデータを受
信して再生するワイヤレススピーカに、このオーディオデータの再生データをワイヤレス
通信によりワイヤレスヘッドホン等の他のオーディオ機器に送信できるようにした。また
、ワイヤレススピーカを、オーディオデータの再生データを出力する単独モード、他のオ
ーディオ機器にワイヤレス送信する中継モード、および出力しつつ他のオーディオ機器に
ワイヤレス送信する並列モードのいずれかの動作モードで動作させ、操作者がこの動作モ
ードを切り替えられるようにした。
【０００７】
　例えば、本発明は、ワイヤレス通信によりオーディオデータを受信して再生するワイヤ
レススピーカと、前記ワイヤレススピーカを遠隔操作するためのコントローラと、を備え
たワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記ワイヤレススピーカは、
　オーディオ機器とワイヤレス接続するオーディオ機器接続手段と、
　前記オーディオデータの再生データを出力する単独モード、前記オーディオデータの再
生データを前記オーディオ機器接続手段によりワイヤレス接続されたオーディオ機器に送
信する中継モード、および前記オーディオデータの再生データを出力しつつ、前記オーデ
ィオ機器接続手段によりワイヤレス接続されたオーディオ機器に送信する並列モードのい
ずれかにより、前記オーディオデータを再生するオーディオデータ再生手段と、
　前記コントローラとワイヤレス接続するコントローラ接続手段と、
　前記コントローラ接続手段によりワイヤレス接続された前記コントローラから各種指示
を受け付ける指示受付手段と、を有し、
　前記コントローラは、
　前記ワイヤレススピーカとワイヤレス接続するワイヤレススピーカ接続手段と、
　再生対象の前記オーディオデータの諸情報を切替え可能に表示するための送りボタンと
、前記ワイヤレススピーカおよび前記ワイヤレススピーカにワイヤレス接続された前記オ
ーディオ機器をそれぞれ個別に音量調節するための音量調節ボリュームおよびそれぞれ個
別に選択するための選択ボタンと、を含む選曲画面を表示して、操作者から各種操作を受
け付ける操作受付手段と、を有し、
　前記操作受付手段は、
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　前記選曲画面の前記送りボタンに対する操作内容に基づいて、再生対象の選曲指示を前
記ワイヤレススピーカに送信するとともに、前記選曲画面の前記音量調節ボリュームに対
する操作内容に基づいて、前記ワイヤレススピーカおよび前記ワイヤレススピーカにワイ
ヤレス接続された前記オーディオ機器それぞれの音量調節指示を送信し、さらに、前記選
曲画面の前記選択ボタンに対する操作内容に基づいて、動作モードの切替指示を前記ワイ
ヤレススピーカに送信し、
　前記オーディオデータ再生手段は、
　前記指示受付手段を介して前記コントローラから受け付けた前記再生対象の選曲指示に
従い前記オーディオデータを再生するとともに、前記指示受付手段を介して前記コントロ
ーラから受け付けた前記ワイヤレススピーカおよび前記オーディオ機器接続手段によりワ
イヤレス接続された前記オーディオ機器それぞれの音量調節指示に従い、前記ワイヤレス
スピーカおよび前記オーディオ機器にそれぞれ出力する前記オーディオデータの再生デー
タの音量を個別に調節し、さらに、前記指示受付手段を介して前記コントローラから受け
付けた前記動作モードの切替指示に従い、前記ワイヤレススピーカの動作モードを、前記
単独モード、前記中継モード、および前記並列モードのいずれかに設定する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、オーディオデータの再生データをワイヤレス通信によりワイヤレススピー
カからオーディオ機器に送信可能とし、ワイヤレススピーカの動作モードを、コントロー
ラ等に入力された操作者の切替操作に従い、オーディオデータの再生データをワイヤレス
スピーカから出力する単独モード、オーディオデータの再生データをワイヤレススピーカ
から他のオーディオ機器にワイヤレス送信する中継モード、およびオーディオデータの再
生データをワイヤレススピーカから出力しつつ、ワイヤレススピーカから他のオーディオ
機器にワイヤレス送信する並列モードのいずれかに切り替えられるようにしている。この
ため、大勢で楽曲を楽しむ場合には単独モードを利用することができ、個人で楽曲を楽し
む場合には中継モードを利用することができ、そして、大勢で楽曲を楽しみつつ、個人で
も所望の音量で楽しむ場合には並列モードを利用することができる。したがって、本発明
によれば、ワイヤレスオーディオシステムの使い勝手を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステムの概略構成
図である。
【図２】図２は、図１に示すワイヤレスオーディオシステムの動作を説明するためのシー
ケンス図である。
【図３】図３（Ａ）および図３（Ｂ）は、コントローラ２に表示される選曲画面の一例を
示す図である。
【図４】図４は、ワイヤレススピーカ１の概略機能構成図である。
【図５】図５（Ａ）は、ワイヤレススピーカ１のコントローラ接続処理を説明するための
フロー図であり、図５（Ｂ）は、ワイヤレススピーカ１のワイヤレスヘッドホン接続処理
を説明するためのフロー図である。
【図６】図６は、ワイヤレススピーカ１の再生処理を説明するためのフロー図である。
【図７】図７は、コントローラ２の概略機能構成図である。
【図８】図８は、コントローラ２の動作を説明するためのフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１２】
　図１は、本実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステムの概略構成図である。
【００１３】
　図示するように、本実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステムは、複数のワイヤ
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レススピーカ１－１～１－３（以下、単にワイヤレススピーカ１とも呼ぶ）と、コントロ
ーラ２と、ワイヤレスヘッドホン３と、ネットワーク６に接続されたメディアサーバ４お
よびアクセスポイント５と、を備えて構成されている。ここで、ワイヤレススピーカ１－
１～１－３は、それぞれＡ～Ｃ号室に１台ずつ設置されているものとする。
【００１４】
　ワイヤレススピーカ１は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）通信機能を備えており、この通信機
能により、アクセスポイント５を介してメディアサーバ４に接続されている。また、ワイ
ヤレススピーカ１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信機能を備えており、この通信
機能によりコントローラ２およびワイヤレスヘッドホン３とワイヤレス接続（ＰＩＣＯＮ
ＥＴ接続）することができる。この際、コントローラ２およびワイヤレスヘッドホン３の
両方に同時にワイヤレス接続（ＳＣＡＴＴＥＲＮＥＴ接続）することも可能である。また
、ワイヤレススピーカ１は、ワイヤレス接続されたコントローラ２の再生指示に従い、ア
クセスポイント５経由でメディアサーバ４から楽曲データを取得し再生する。そして、こ
の楽曲データの再生データを単独モード、中継モード、および並列モードのうちのいずれ
かの動作モードで処理する。ここで、単独モードは、再生データを出力する動作モードで
あり、中継モードは、再生データをワイヤレスヘッドホン３に送信する動作モードであり
、並列モードは、再生データを出力しつつ、ワイヤレスヘッドホン３に送信する動作モー
ドである。
【００１５】
　コントローラ２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信機能を備えており、この通信
機能によりワイヤレススピーカ１とワイヤレス接続することができる。そして、ワイヤレ
ス接続されたワイヤレススピーカ１に、再生対象の楽曲データの指定を伴う再生指示を送
信する。また、コントローラ２は、ワイヤレス接続されたワイヤレススピーカ１からワイ
ヤレスヘッドホン３との接続状態を取得する。そして、ワイヤレススピーカ１がワイヤレ
スヘッドホン３とワイヤレス接続されている場合、コントローラ２は、上述の単独モード
、中継モード、および並列モードのいずれかへの切替操作を操作者から受け付けて、動作
モードの切替指示をワイヤレススピーカ１に送信する。
【００１６】
　ワイヤレスヘッドホン３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信機能を備えており、
この通信機能によりワイヤレススピーカ１とワイヤレス接続することができる。そして、
ワイヤレス接続されたワイヤレススピーカ１から楽曲データの再生データを受信して出力
する。
【００１７】
　図２は、図１に示すワイヤレスオーディオシステムの動作を説明するためのシーケンス
図である。ここでは、コントローラ２のユーザが、Ｂ号室に設置されたワイヤレススピー
カ１－２およびワイヤレスヘッドホン３を用いて、Ｂ号室のリスナーとともに楽曲を楽し
む場合の動作を例にとり説明する。
【００１８】
　まず、コントローラ２のユーザがＢ号室に入室し、Ｂ号室に設置されたワイヤレススピ
ーカ１－２に設けられた不図示のペアリングボタンを押下するなどして、所定のペアリン
グ操作を行うと（Ｓ１００）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、ワイヤレス
スピーカ１－２がスレーブ、コントローラ２がマスタとなって、ワイヤレススピーカ１－
２およびコントローラ２間がＰＩＣＯＮＥＴ接続される（Ｓ１０１）。
【００１９】
　ワイヤレススピーカ１－２およびコントローラ２間がＰＩＣＯＮＥＴ接続されると、ワ
イヤレススピーカ１－２は、このＰＩＣＯＮＥＴ接続を介してコントローラ２にワイヤレ
スヘッドホン３の接続状態（ここでは「無接続」）を通知する（Ｓ１０２）。これを受け
て、コントローラ２は、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態に応じた選曲画面を表示する
。具体的には、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態「無接続」の表示を含み、Ｂ号室に設
置されたワイヤレススピーカ１－２で再生する楽曲（再生対象）を選曲するための選曲画
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面を表示する（Ｓ１０３）。
【００２０】
　図３（Ａ）は、ワイヤレスヘッドホン３が接続されていないワイヤレススピーカ１－２
にペアリングされたコントローラ２に表示される選曲画面の一例を示す図である。図示す
るように、選曲画面は、メイン画面７０およびサブ画面７１からなる階層構造を有する。
【００２１】
　メイン画面７０は、各部屋に設置されたワイヤレススピーカ１のなかから再生データの
出力先のワイヤレススピーカ１（コントローラ２がペアリングされたワイヤレススピーカ
１）を選択するための画面である。メイン画面７０には、ワイヤレススピーカ１－１～１
－３の選択ボタン７０１－１～７０１－３が、ワイヤレススピーカ１－１～１－３の識別
情報（ここでは、ワイヤレススピーカ１が設置された部屋番号）とともに表示される。選
択ボタン７０１－１～７０１－３のうち、コントローラ２にペアリングされていないワイ
ヤレススピーカ１に対応するものは無効化されている。ここでは、ワイヤレススピーカ１
－２だけがコントローラ２にペアリングされているため、このワイヤレススピーカ１－２
の選択ボタン７０１－２のみが選択可能であり、その他の選択ボタン７０１－１、７０１
－３は選択不可となっている。また、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態「無接続」の表
示として、ワイヤレススピーカ１－２の選択ボタン７０１－２に、再生データの出力先が
ワイヤレススピーカ１－２のみであることを示すマーク７０２が表示されている。
【００２２】
　サブ画面７１は、メイン画面７０で選択されたワイヤレススピーカ１（ここでは、ワイ
ヤレススピーカ１－２）に再生させる楽曲（再生対象）を選択するための画面である。コ
ントローラ２は、メディアサーバ４に格納されているすべての楽曲データの諸情報を記憶
しており、サブ画面７１には、これらの楽曲データの諸情報７１１が送りボタン７１２－
１、７１２－２により切替え可能に表示される。サブ画面７１に諸情報７１１を表示中の
楽曲データが再生対象の楽曲データとなる。また、サブ画面７１には、再生対象の楽曲デ
ータの「再生」、「停止」、「早送り」、および「巻戻し」等の各種操作を受け付けるた
めの操作ボタン群７１３が表示されるとともに、再生データの出力先の音量調節ボリュー
ムが表示される。ここでは、ワイヤレススピーカ１－２にはワイヤレスヘッドホン３が接
続されていないため、コントローラ２にペアリングされたワイヤレススピーカ１－２の音
量調節ボリューム７１４－１のみが表示される。
【００２３】
　コントローラ２は、選曲画面を介してユーザから選曲操作および再生操作を受け付ける
と（Ｓ１０４）、選曲された再生対象の楽曲データおよび動作モードの指定を含む再生指
示をワイヤレススピーカ１－２に送信する（Ｓ１０５）。ここでは、ワイヤレススピーカ
１－２にワイヤレスヘッドホン３がワイヤレス接続されていないため、再生指示で指定す
る動作モードは「単独モード」となる。
【００２４】
　つぎに、ワイヤレススピーカ１－２は、アクセスポイント５およびネットワーク６を介
してメディアサーバ４に、コントローラ２から受信した再生指示で指定されている楽曲デ
ータの指定を含む楽曲データ要求を送信する（Ｓ１０６）。これを受けて、メディアサー
バ４は、自メディアサーバ４に格納している楽曲データのなかから、ワイヤレススピーカ
１－２から受信した楽曲データ要求で指定されている楽曲データを特定し、この楽曲デー
タをワイヤレススピーカ１－２に送信する（Ｓ１０７）。ワイヤレススピーカ１－２は、
メディアサーバ４から楽曲データを受信すると、これを再生する（Ｓ１０８）。また、再
生指示で指定されている動作モード「単独モード」に従い、その再生データの出力を開始
する（Ｓ１０９）。
【００２５】
　つぎに、コントローラ２のユーザが、自身が所持しているワイヤレスヘッドホン３に設
けられた不図示のペアリングボタンを押下するなどして、所定のペアリング操作を行うと
（Ｓ１１０）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、ワイヤレスヘッドホン３が
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スレーブ、ワイヤレススピーカ１－２がマスタとなって、ワイヤレスヘッドホン３および
ワイヤレススピーカ１－２間がＰＩＣＯＮＥＴ接続される（Ｓ１１１）。これにより、ワ
イヤレススピーカ１－２、コントローラ２、およびワイヤレスヘッドホン３間が、ＳＣＡ
ＴＴＥＲＮＥＴ接続により相互に接続される（Ｓ１１２）。
【００２６】
　ワイヤレススピーカ１－２は、ワイヤレスヘッドホン３が新たに接続され、ワイヤレス
ヘッドホン３の接続状態が更新されると、この接続状態（ここでは「接続中」）をコント
ローラ２に通知する（Ｓ１１３）。これを受けて、コントローラ２は、ワイヤレスヘッド
ホン３の接続状態が「無接続」から「接続中」に更新されたことに合わせて、再生対象の
楽曲を選曲するための選曲画面を更新する（Ｓ１１４）。
【００２７】
　図３（Ｂ）は、ワイヤレスヘッドホン３が接続されているワイヤレススピーカ１－２に
ペアリングされたコントローラ２に表示される選曲画面の一例を示す図である。図３（Ａ
）と同様に、選曲画面は、メイン画面７０およびサブ画面７１からなる階層構造を有する
。ただし、ワイヤレススピーカ１－２にワイヤレスヘッドホン３が接続されているため、
メイン画面７０のワイヤレススピーカ１－２の選択ボタン７０１－２には、上述のマーク
７０２に代えて、再生データの出力先がワイヤレススピーカ１－２およびワイヤレスヘッ
ドホン３であることを示すマーク７０３が、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態「接続」
の表示として表示される。
【００２８】
　また、サブ画面７１には、動作モードの切替操作を受け付けるボタンとして、ワイヤレ
ススピーカ１－２を再生データの出力先に選択するためのスピーカ選択ボタン７１５－１
およびワイヤレスヘッドホン３を再生データの出力先に選択するためのヘッドホン選択ボ
タン７１５－２が表示される。ワイヤレススピーカ１－２の動作モードは、スピーカ選択
ボタン７１５－１のみが選択された場合には単独モードとなり、ヘッドホン選択ボタン７
１５－２のみが選択された場合には中継モードとなり、そして、スピーカ選択ボタン７１
５－１およびヘッドホン選択ボタン７１５－２の両方が選択された場合には並列モードと
なる。ここでは、ワイヤレススピーカ１－２は、再生対象の楽曲データの再生データを出
力中であるため、スピーカ選択ボタン７１５－１は選択された状態で表示される。また、
ワイヤレススピーカ１－２にはワイヤレスヘッドホン３が接続されているため、サブ画面
７１には、再生データの出力先の音量調節ボリュームとして、ワイヤレススピーカ１－２
の音量調節ボリューム７１４－１およびワイヤレスヘッドホン３の音量調節ボリューム７
１４－２が表示されている。
【００２９】
　つぎに、コントローラ２は、選曲画面を介してユーザから、動作モードを並列モードへ
切り替える切替操作を受け付けたものとする（Ｓ１１５）。具体的には、図３（Ｂ）に示
すサブ画面７１において、スピーカ選択ボタン７１５－１およびヘッドホン選択ボタン７
１５－２の両方が選択されたものとする。これを受けて、コントローラ２は、ワイヤレス
スピーカ１－２に、並列モードの指定を伴う切替指示を送信する（Ｓ１１６）。
【００３０】
　ワイヤレススピーカ１－２は、コントローラ２から切替指示を受け付けると、この切替
指示で指定されている動作モードに従って、再生対象の楽曲データの再生データの出力先
を変更する。ここでは、並列モードが指定されているので、ワイヤレススピーカ１－２か
らの再生対象の楽曲データの再生データの出力に加え、ワイヤレスヘッドホン３への再生
対象の楽曲データの再生データの中継を開始する（Ｓ１１７）。これを受けて、ワイヤレ
スヘッドホン３は、ワイヤレススピーカ１－２から受信した再生データを出力する（Ｓ１
１８）。
【００３１】
　つぎに、コントローラ２は、選曲画面を介してユーザからワイヤレスヘッドホン３の音
量操作を受け付けたものとする（Ｓ１１９）。具体的には、図３（Ｂ）に示すサブ画面７
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１において、ワイヤレスヘッドホン３の音量調節ボリューム７１４－２が操作されたもの
とする。これを受けて、コントローラ２は、ワイヤレススピーカ１－２にワイヤレスヘッ
ドホン３の音量調節指示を送信する（Ｓ１２０）。
【００３２】
　ワイヤレススピーカ１－２は、コントローラ２からワイヤレスヘッドホン３の音量調節
指示を受信すると、この音量調節指示に従い、ワイヤレスヘッドホン３に中継している再
生対象の楽曲データの再生データの音量を調節する（Ｓ１２１）。
【００３３】
　つぎに、コントローラ２は、選曲画面を介してユーザから、動作モードを中継モードへ
切り替える切替操作を受け付けたものとする（Ｓ１２２）。具体的には、図３（Ｂ）に示
すサブ画面７１において、スピーカ選択ボタン７１５－１の選択が解除されたものとする
。これを受けて、コントローラ２は、ワイヤレススピーカ１－２に、中継モードの指定を
伴う切替指示を送信する（Ｓ１２３）。
【００３４】
　ワイヤレススピーカ１－２は、コントローラ２から切替指示を受け付けると、この切替
指示で指定されている動作モードに従って、楽曲データの再生データの出力先を変更する
。ここでは、中継モードが指定されているので、ワイヤレススピーカ１－２からの再生対
象の楽曲データの再生データの出力を停止して（Ｓ１２４）、ワイヤレスヘッドホン３へ
の再生対象の楽曲データの再生データの中継のみを継続する。
【００３５】
　つぎに、本実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステムのワイヤレススピーカ１お
よびコントローラ２の詳細について説明する。なお、ワイヤレスヘッドホン３、メディア
サーバ４およびアクセスポイント５には、既存のワイヤレスヘッドホン、メディアサーバ
およびアクセスポイントを利用できるので、その詳細な説明を省略している。
【００３６】
　まず、ワイヤレススピーカ１について説明する。
【００３７】
　図４は、ワイヤレススピーカ１の概略機能構成図である。この図に示すワイヤレススピ
ーカ１の機能構成は、例えば、ＣＰＵと、メモリと、フラッシュメモリ等の補助記憶装置
と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）アダプタおよびＷｉ－Ｆｉ（登録商標）アダプタと
、スピーカと、を備えたコンピュータにおいて、ＣＰＵが所定のプログラムを補助記憶装
置からメモリ上にロードして実行することにより実現される。
【００３８】
　図示するように、ワイヤレススピーカ１は、メディアサーバ接続部１０と、コントロー
ラ接続部１１と、ワイヤレスヘッドホン接続部１２と、スピーカ部１３と、接続状態管理
部１４と、指示受付部１５と、楽曲データ取得部１６と、楽曲データ記憶部１７と、楽曲
データ再生部１８と、を備えている。
【００３９】
　メディアサーバ接続部１０は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）通信により、アクセスポイント
５を介してメディアサーバ４に接続するためのインターフェースである。
【００４０】
　コントローラ接続部１１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、ワイヤレス
スピーカ１がスレーブ、コントローラ２がマスタとなって、コントローラ２とワイヤレス
接続（ＰＩＣＯＮＥＴ接続）するためのインターフェースである。
【００４１】
　ワイヤレスヘッドホン接続部１２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、ワ
イヤレススピーカ１がマスタ、ワイヤレスヘッドホン３がスレーブとなって、ワイヤレス
ヘッドホン３とワイヤレス接続（ＰＩＣＯＮＥＴ接続）するためのインターフェースであ
る。
【００４２】
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　ここで、コントローラ接続部１１およびワイヤレスヘッドホン接続部１２は、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、コントローラ２およびワイヤレスヘッドホン３の両
方に同時にワイヤレス接続（ＳＣＡＴＴＥＲＮＥＴ接続）することも可能である。
【００４３】
　接続状態管理部１４は、ワイヤレスヘッドホン接続部１２におけるワイヤレスヘッドホ
ン３の接続状態を管理する。そして、コントローラ接続部１１にコントローラ２がワイヤ
レス接続されているならば、このコントローラ２にワイヤレスヘッドホン３の接続状態を
通知する。
【００４４】
　指示受付部１５は、コントローラ接続部１１にワイヤレス接続されたコントローラ２か
ら各種指示を受け付ける。
【００４５】
　楽曲データ取得部１６は、指示受付部１５を介してコントローラ２より受け付けた再生
指示で指定されている再生対象の楽曲データの指定を伴う楽曲データ要求を、メディアサ
ーバ接続部１０を介してメディアサーバ４に送信し、メディアサーバ４からこの再生対象
の楽曲データを取得する。
【００４６】
　楽曲データ記憶部１７は、楽曲データ取得部１６がメディアサーバ４から取得した再生
対象の楽曲データを記憶する。
【００４７】
　楽曲データ再生部１８は、指示受付部１５を介してコントローラ２より受け付けた再生
指示で指定された再生対象の楽曲データを楽曲データ記憶部１７から読み出して再生する
。そして、再生指示で指定されている動作モード（単独モード、中継モード、および並列
モードのいずれか）に従い、この再生データを、スピーカ部１３およびワイヤレスヘッド
ホン接続部１２にワイヤレス接続されているワイヤレスヘッドホン３の少なくとも一方か
ら出力する。
【００４８】
　図５（Ａ）は、ワイヤレススピーカ１のコントローラ接続処理を説明するためのフロー
図である。
【００４９】
　コントローラ接続部１１は、ワイヤレススピーカ１に設けられた不図示のペアリングボ
タンが押下される等の所定のペアリング操作を受け付けると（Ｓ２００でＹＥＳ）、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、ワイヤレススピーカ１がスレーブ、コントロー
ラ２がマスタとなって、ワイヤレススピーカ１およびコントローラ２間をＰＩＣＯＮＥＴ
接続する（Ｓ２０１）。
【００５０】
　つぎに、接続状態管理部１４は、コントローラ接続部１１を介して、ＰＩＣＯＮＥＴ接
続されたコントローラ２にワイヤレスヘッドホン３の接続状態を通知する（Ｓ２０２）。
【００５１】
　その後、コントローラ接続部１１は、コントローラ２の電源オフ等によりコントローラ
２とのＰＩＣＯＮＥＴ接続が切断されたならば（Ｓ２０３でＹＥＳ）、Ｓ２００に戻る。
【００５２】
　図５（Ｂ）は、ワイヤレススピーカ１のワイヤレスヘッドホン接続処理を説明するため
のフロー図である。
【００５３】
　ワイヤレスヘッドホン接続部１２は、ワイヤレスヘッドホン３から接続要求を受信する
と（Ｓ２１０でＹＥＳ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、ワイヤレススピ
ーカ１がマスタ、ワイヤレスヘッドホン３がスレーブとなって、ワイヤレススピーカ１お
よびワイヤレスヘッドホン３間をＰＩＣＯＮＥＴ接続する（Ｓ２１１）。
【００５４】
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　つぎに、接続状態管理部１４は、ワイヤレスヘッドホン３の最新の接続状態「接続中」
をコントローラ接続部１１に通知する。これを受けて、コントローラ接続部１１は、コン
トローラ２がＰＩＣＯＮＥＴ接続されているならば（Ｓ２１２でＹＥＳ）、このコントロ
ーラ２に、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態「接続中」を通知する（Ｓ２１３）。
【００５５】
　その後、ワイヤレスヘッドホン３の電源オフ等によりワイヤレスヘッドホン接続部１２
とワイヤレスヘッドホン３とのＰＩＣＯＮＥＴ接続が切断されると（Ｓ２１４でＹＥＳ）
、接続状態管理部１４は、ワイヤレスヘッドホン３の最新の接続状態「無接続」をコント
ローラ接続部１１に通知する。これを受けて、コントローラ接続部１１は、コントローラ
２がＰＩＣＯＮＥＴ接続されているならば（Ｓ２１５でＹＥＳ）、このコントローラ２に
、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態「無接続」を通知する（Ｓ２１６）。その後、Ｓ２
１０に戻る。
【００５６】
　図６は、ワイヤレススピーカ１の再生処理を説明するためのフロー図である。このフロ
ーは、コントローラ接続部１１にＰＩＣＯＮＥＴ接続されたコントローラ２からの再生指
示を指示受付部１５が受け付けることにより開始される。
【００５７】
　まず、指示受付部１５は、コントローラ２より受け付けた再生指示で指定されている再
生対象の楽曲データを楽曲データ取得部１６に通知する。これを受けて、楽曲データ取得
部１６は、メディアサーバ接続部１０を介してメディアサーバ４に、この楽曲データの指
定を伴う楽曲データ要求を送信する（Ｓ２２０）。そして、メディアサーバ４から再生対
象の楽曲データを受信して楽曲データ記憶部１７に記憶する（Ｓ２２１）。
【００５８】
　つぎに、指示受付部１５は、コントローラ２より受け付けた再生指示で指定されている
動作モードを楽曲データ再生部１８に通知する。これを受けて、楽曲データ再生部１８は
、楽曲データ記憶部１７に記憶されている再生対象の楽曲データを読み出して再生すると
ともに（Ｓ２２２）、再生対象の楽曲データの再生データを指示受付部１５より受け取っ
た動作モードに従って処理する。
【００５９】
　すなわち、動作モードが「単独モード」の場合（Ｓ２２３で「単独モード」）、楽曲デ
ータ再生部１８は、再生対象の楽曲データの再生データをスピーカ部１３から出力する（
Ｓ２２４）。ここで、指示受付部１５は、コントローラ２からワイヤレススピーカ１の音
量調節指示を受け付けると（Ｓ２２５でＹＥＳ）、この音量調節指示に従い、スピーカ部
１３から出力される再生データの音量を調節する（Ｓ２２６）。また、指示受付部１５は
、コントローラ２から動作モードの切替指示を受け付けると（Ｓ２２７でＹＥＳ）、楽曲
データ再生部１８に、この切替指示で指定されている動作モードを通知して、Ｓ２２３に
戻る。そして、楽曲データ再生部１８は、楽曲データ記憶部１７に記憶されている再生対
象の楽曲データの再生が終了すると（Ｓ２２８でＹＥＳ）、このフローを終了する。
【００６０】
　また、動作モードが「中継モード」の場合（Ｓ２２３で「中継モード」）、楽曲データ
再生部１８は、楽曲データの再生データを、ワイヤレスヘッドホン接続部１２にＰＩＣＯ
ＮＥＴ接続されたワイヤレスヘッドホン３に中継する（Ｓ２２９）。ここで、指示受付部
１５は、コントローラ２からワイヤレスヘッドホン３の音量調節指示を受け付けると（Ｓ
２３０でＹＥＳ）、この音量調節指示に従い、ワイヤレスヘッドホン３に中継される再生
データの音量を調節する（Ｓ２３１）。また、指示受付部１５は、コントローラ２から動
作モードの切替指示を受け付けると（Ｓ２３２でＹＥＳ）、楽曲データ再生部１８に、こ
の切替指示で指定されている動作モードを通知して、Ｓ２２３に戻る。そして、楽曲デー
タ再生部１８は、楽曲データ記憶部１７に記憶されている再生対象の楽曲データの再生が
終了すると（Ｓ２３３でＹＥＳ）、このフローを終了する。
【００６１】
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　また、動作モードが「並列モード」の場合（Ｓ２２３で「並列モード」）、楽曲データ
再生部１８は、再生対象の楽曲データの再生データを、スピーカ部１３から出力するとと
もに、ワイヤレスヘッドホン接続部１２にＰＩＣＯＮＥＴ接続されたワイヤレスヘッドホ
ン３に中継する（Ｓ２３４）。ここで、指示受付部１５は、コントローラ２からワイヤレ
ススピーカ１の音量調節指示を受け付けると（Ｓ２３５でＹＥＳ、Ｓ２３６で「スピーカ
部」）、この音量調節指示に従い、スピーカ部１３から出力される再生データの音量を調
節する（Ｓ２３７）。また、指示受付部１５は、コントローラ２からワイヤレスヘッドホ
ン３の音量調節指示を受け付けると（Ｓ２３５でＹＥＳ、Ｓ２３６で「ワイヤレスヘッド
ホン」）、この音量調節指示に従い、ワイヤレスヘッドホン３に中継する再生データの音
量を調節する（Ｓ２３８）。また、指示受付部１５は、コントローラ２から動作モードの
切替指示を受け付けると（Ｓ２３９でＹＥＳ）、楽曲データ再生部１８に、この切替指示
で指定されている動作モードを通知して、Ｓ２２３に戻る。そして、楽曲データ再生部１
８は、楽曲データ記憶部１７に記憶されている再生対象の楽曲データの再生が終了すると
（Ｓ２４０でＹＥＳ）、このフローを終了する。
【００６２】
　つぎに、コントローラ２について説明する。
【００６３】
　図７は、コントローラ２の概略機能構成図である。この図に示すコントローラ２の機能
構成は、例えば、ＣＰＵと、メモリと、フラッシュメモリ等の補助記憶装置と、タッチパ
ネル、デイスプレイ、ポインティングデバイス等の入出力装置と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）と、を備えたスマートホン、タブレットＰＣ等の携帯型コンピュータにおいて
、ＣＰＵが所定のプログラムを補助記憶装置からメモリ上にロードして実行することによ
り実現される。
【００６４】
　図示するように、コントローラ２は、ワイヤレススピーカ接続部２０と、グラフィカル
ユーザインターフェース部２１と、接続状態受信部２２と、操作受付部２３と、指示送信
部２４と、を備えている。
【００６５】
　ワイヤレススピーカ接続部２０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信により、コン
トローラ２がマスタ、ワイヤレススピーカ１がスレーブとなって、ワイヤレススピーカ１
とワイヤレス接続（ＰＩＣＯＮＥＴ接続）するためのインターフェースである。
【００６６】
　グラフィカルユーザインターフェース部２１は、情報を表示したり、ユーザから各種操
作を受け付けたりするためのインターフェースである。
【００６７】
　接続状態受信部２２は、ワイヤレススピーカ接続部２０にワイヤレス接続されているワ
イヤレススピーカ１からワイヤレスヘッドホン３の接続状態を受信する。
【００６８】
　操作受付部２３は、ワイヤレススピーカ接続部２０にワイヤレス接続されているワイヤ
レススピーカ１で再生する楽曲（再生対象）を選曲するための選曲画面をグラフィカルユ
ーザインターフェース部２１に表示する。そして、選曲画面を介してユーザより各種操作
（選曲操作、再生操作、音量調節操作、動作モードの切替操作等）を受け付ける。
【００６９】
　指示送信部２４は、操作受付部２３がユーザより受け付けた操作内容に従い、ワイヤレ
ススピーカ接続部２０にワイヤレス接続されているワイヤレススピーカ１に各種指示（再
生指示、音量調節指示、動作モードの切替指示等）を送信する。
【００７０】
　図８は、コントローラ２の動作を説明するためのフロー図である。このフローは、コン
トローラ２がワイヤレススピーカ接続部２０によってワイヤレススピーカ１とＰＩＣＯＮ
ＥＴ接続されることにより開始される。
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【００７１】
　まず、接続状態受信部２２は、ワイヤレススピーカ接続部２０にＰＩＣＯＮＥＴ接続さ
れたワイヤレススピーカ１からワイヤレスヘッドホン３の接続状態を受信し（Ｓ３００）
、この接続状態を操作受付部２３に渡す。これを受けて、操作受付部２３は、図３（Ａ）
および図３（Ｂ）に示すように、ワイヤレスヘッドホン３の接続状態を反映させた選曲画
面を生成し、この選曲画面をグラフィカルユーザインターフェース部２１に表示する（Ｓ
３０１）。そして、この選曲画面を介してユーザから各種操作を受け付けるのを待つ。
【００７２】
　ここで、操作受付部２３は、グラフィカルユーザインターフェース部２１に表示した選
曲画面を介してユーザから、選曲操作を伴う再生操作を受け付けると（Ｓ３０２でＹＥＳ
）、選曲操作により指定された再生対象の楽曲データおよび動作モードの指定を伴う再生
指示を生成し、この再生指示を、ワイヤレススピーカ接続部２０にＰＩＣＯＮＥＴ接続さ
れたワイヤレススピーカ１に送信する（Ｓ３０３）。
【００７３】
　また、操作受付部２３は、グラフィカルユーザインターフェース部２１に表示した選曲
画面を介してユーザから、音量調節対象（ワイヤレススピーカ１およびワイヤレスヘッド
ホン３のいずれか）の指定を伴う音量調節操作を受け付けると（Ｓ３０４でＹＥＳ）、こ
の音量調節対象の指定を伴う音量調節指示を生成する。そして、この音量調節指示を、ワ
イヤレススピーカ接続部２０にＰＩＣＯＮＥＴ接続されたワイヤレススピーカ１に送信す
る（Ｓ３０５）。
【００７４】
　また、操作受付部２３は、グラフィカルユーザインターフェース部２１に表示した選曲
画面を介してユーザから、動作モード（「単独モード」、「中継モード」、および「並列
モード」のいずれか）の指定を伴う切替操作を受け付けると（Ｓ３０６でＹＥＳ）、この
動作モードの指定を伴う切替指示を生成する。そして、この切替指示を、ワイヤレススピ
ーカ接続部２０にＰＩＣＯＮＥＴ接続されたワイヤレススピーカ１に送信する（Ｓ３０７
）。なお、切替操作の受付は、図３（Ａ）および図３（Ｂ）に示すように、ワイヤレスヘ
ッドホン３の接続状態が「接続中」である場合に可能となる。
【００７５】
　一方、接続状態受信部２２は、ワイヤレススピーカ接続部２０にＰＩＣＯＮＥＴ接続さ
れたワイヤレススピーカ１からワイヤレスヘッドホン３の接続状態を新たに受信すると（
Ｓ３０８でＹＥＳ）、これを操作受付部２３に渡す。これを受けて、グラフィカルユーザ
インターフェース部２１に表示中の選曲画面にワイヤレスヘッドホン３の最新の接続状態
を反映させ、この選曲画面を更新する（Ｓ３０９）。
【００７６】
　さて、操作受付部２３は、ワイヤレススピーカ接続部２０においてワイヤレススピーカ
１とのＰＩＣＯＮＥＴ接続が切断すると（Ｓ３１０でＹＥＳ）、選曲画面の表示を終了し
、このフローを終了する。
【００７７】
　以上、本発明の一実施の形態について説明した。
【００７８】
　本実施の形態では、ワイヤレス通信により楽曲データを受信して再生するワイヤレスス
ピーカ１が、この楽曲データの再生データをワイヤレス通信によりワイヤレスヘッドホン
３に送信できるようにしている。また、操作者が、ワイヤレススピーカ１の動作モードを
、楽曲データの再生データをスピーカ部１３から出力する単独モード、楽曲データの再生
データをワイヤレスヘッドホン３に送信する中継モード、および楽曲データの再生データ
をスピーカ部１３から出力しつつワイヤレスヘッドホン３に送信する並列モードのうちの
任意の動作モードに切り替えられるようにしている。さらに、操作者が、楽曲データの再
生データの各出力先（ワイヤレススピーカ１、ワイヤレスヘッドホン３）における音量調
整を、１台のコントローラ２から個別に行うことができる。このため、大勢で楽曲を楽し



(13) JP 6602086 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

む場合には単独モードを利用することができ、個人で楽曲を楽しむ場合には中継モードを
利用することができ、そして、大勢で楽曲を楽しみつつ、個人でも所望の音量で楽しむ場
合には並列モードを利用することができる。したがって、本実施の形態によれば、ワイヤ
レスオーディオシステムの使い勝手を向上させることができる。
【００７９】
　また、本実施の形態では、ワイヤレススピーカ１およびコントローラ２間をワイヤレス
接続可能とし、ワイヤレスヘッドホン３との接続状態をコントローラ２に通知している。
このため、コントローラ２は、ユーザにワイヤレスヘッドホン３との接続状態を知らせる
ことができるので、ユーザは、適切な動作モードに切り替えることができる。したがって
、本発明によれば、ワイヤレスオーディオシステムの使い勝手をさらに向上させることが
できる。
【００８０】
　なお、本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で数々
の変形が可能である。
【００８１】
　例えば、上記の実施の形態では、ワイヤレススピーカ１の動作モードの切り替えをコン
トローラ２から行うようにしているが、ワイヤレススピーカ１の本体に設けられたスイッ
チで行えるようにしてもよい。この場合、ワイヤレススピーカ１の本体に、ワイヤレスヘ
ッドホン３との接続状態を表示するＬＥＤインジケーター等の表示器を設けることが好ま
しい。
【００８２】
　また、上記の実施の形態では、楽曲データをメディアサーバ４から取得しているが本発
明はこれに限定されない。再生対象の楽曲データがコントローラ２に保持されている場合
には、この楽曲データを再生指示とともにコントローラ２から受信するようにしてもよい
。
【００８３】
　また、上記の実施の形態では、メディアサーバ４をネットワーク６に接続しているが、
メディアサーバ４は、アクセスポイント５を介してワイヤレスネットワークに接続されて
いてもよい。また、メディアサーバ４は、コントローラ２に内蔵されていてもよく、ある
いは、いずれかのワイヤレススピーカ１に内蔵されていてもよい。
【００８４】
　また、上記の実施の形態では、メディアサーバ接続部１０、楽曲データ取得部１６、お
よび楽曲データ記憶部１７を、ワイヤレススピーカ１に備える構成としているが、本発明
はこれに限定されない。メディアサーバ接続部１０、楽曲データ取得部１６、および楽曲
データ記憶部１７をコントローラ２に備える構成とし、コントローラ２の楽曲データ取得
部１６により、メディアサーバ４に格納されている楽曲データおよびその諸情報をコント
ローラ２のメディアサーバ接続部１０およびネットワーク６を介してメディアサーバ４か
ら取得し、この取得した楽曲データをコントローラ２の楽曲データ記憶部１７に記憶し、
この記憶した楽曲データを、ワイヤレススピーカ１の楽曲データ再生部１８に、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）等のワイヤレス通信によって送信する
構成としてもよい。
【００８５】
　また、上記の実施の形態では、ワイヤレススピーカ１を１台のワイヤレスヘッドホン３
にワイヤレス接続可能に構成しているが、複数のワイヤレスヘッドホン３にワイヤレス接
続可能としてもよいし、ワイヤレスヘッドホン３以外のオーディオ機器と接続できるよう
にしてもよい。
【００８６】
　また、上記の実施の形態において、ワイヤレススピーカ１、コントローラ２およびワイ
ヤレスヘッドホン３間をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）によってＰＩＣＯＮＥＴ接続し
ているが、本発明はこれに限定されるものではなく、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）以
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外のワイヤレス通信によってワイヤレス接続してもよい。同様に、ワイヤレススピーカ１
およびメディアサーバ４間をＷｉ－Ｆｉ（登録商標）によってワイヤレス接続しているが
、本発明はこれに限定されるものではなく、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）以外のワイヤレス通
信によってワイヤレス接続してもよい。
【符号の説明】
【００８７】
　１、１－１～１－３：ワイヤレススピーカ、　２：コントローラ、　３：ワイヤレスヘ
ッドホン、　４：メディアサーバ、　５：アクセスポイント、　６：ネットワーク、　１
０：メディアサーバ接続部、　１１：コントローラ接続部、　１２：ワイヤレスヘッドホ
ン接続部、　１３：スピーカ部、　１４：接続状態管理部、　１５：指示受付部、　１６
：楽曲データ取得部、　１７：楽曲データ記憶部、　１８：楽曲データ再生部、　２０：
ワイヤレススピーカ接続部、　２１：グラフィカルユーザインターフェース部、　２２：
接続状態管理部、　２３：操作受付部、　２４：指示送信部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(16) JP 6602086 B2 2019.11.6

【図７】 【図８】



(17) JP 6602086 B2 2019.11.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特表２０１０－５０１９０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－０１８３８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１５－５１２１６５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１４－５１９７２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１７２５５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１７７８９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－２０８８９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１６０５８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０１４９１９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｒ　　　３／１２　　　　
              Ｇ１０Ｋ　　１５／０２　　　　
              Ｈ０４Ｒ　　　３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

